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館た
て
ノの

腰こ
し
遺
跡　

西
蒲
区
馬
堀
・
柿
島

　

館
ノ
腰
遺
跡
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
鎧

よ
ろ
い

潟が
た

（
図
一
〇
三
）
を
望
む
自
然

堤
防
上
に
あ
る
中
世
の
居
館
跡
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
通
称
「
館
ノ
腰
」

と
呼
ば
れ
、
現
在
は
白
山
神
社
の
境
内
や
宅
地
、
水
田
に
な
っ
て
い
る
。

道
路
や
水
路
の
付
け
替
え
な
ど
で
土
地
の
区
画
が
大
き
く
変
わ
り
、
土
塁

や
堀
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

図121　館跡の位置　　
５万分１地形図「弥彦」

図122　白山神社

　

発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
館
の
構
造
な
ど
は
分
か
ら
な
い
。
明
治

時
代
の
地
籍
図
に
よ
る
と
、
白
山
神
社
の
鎮
座
す
る
一
区
画
は
、
東
西
三
〇

メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
方
形
の
区
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
区
画
の
西
側
に
接
し
て
い
た
水
路
は
、
堀
の
名
残
と
も
考
え
ら
れ
る
。
周

辺
の
地
形
な
ど
も
含
め
、
こ
の
区
画
が
館
の
北
西
域
に
あ
た
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

図
一
二
四
は
、
延え

ん

享き
ょ
う二
（
一
七
四
五
）
年
に
白
山
神
社
の
境
内
か
ら
出
土

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
瀬
戸
の
瓶へ

い

子し

で
あ
る
。
口こ

う

頸け
い

部
が
失
わ
れ
て
出
土
し

た
が
、
現
在
は
補
作
さ
れ
て
い
る
。
底
の
直
径
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

口
径
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
部
の
最
大
径
一
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
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ル
、
高
さ
は
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
黒
色
の
鉄て

つ

釉ゆ
う

が
か
か
っ
て
い
る
。
十
三
世
紀
末
こ
ろ
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
有
力
者
で
な
い
と
持
て
な
い
貴
重
品
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
に
は
既
に
館
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
瓶
子
は
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
に
巻
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
新
潟
市
の
文
化
財
に

継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

館
ノ
腰
遺
跡
の
館
の
主
人
は
誰
な
の
か
。
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
馬ま

堀ぼ
り

周
辺
を
支
配
し
て
い
た
小
領
主
の
館

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
漆
間
氏
の
居
館
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の

古
文
書
に
、
名
塚
氏
と
い
う
一
族
が
馬
堀
周
辺
を
所
領
と
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
塚
氏

0 50m

神社地

図123　明治27年の地籍図に記載され
た神社地

図124　古瀬戸鉄釉瓶子

に
関
連
し
た
館
の
可
能
性
も
あ
る
。


